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全回高校サッカー選手権大会の得点分析は 1983年から、現在の 2011年まで 29年間続いている。

本研究では得点数とシュート数、シュート地点、得点にいたるプレー、シュート時の動作、体勢、技術とボ

ーノレの状況について 29年間の平均の変化を分析する。

過去 29年間の得点場面を分析した結果、以下のことが指摘できる。①シュート決定率の増加、②4点差以上

の試合数の減少、③ゴールから 5.5'"'"'11mの距離からの得点は約 42%と最も多い。③スノレーパスからの得点の

減少、⑤ドリブ、ノレからの得点の増加、⑥クロスからの得点の増加、⑦グラワンダーでの得点の増加、③ランニ

ングの状況からの得点の増加。

キーワード:全宿高等学校サッカ一選手権大会 得点分析

はじめに

2010年 FIFAワールドカップ南アフリカ大会では、

特徴として、攻撃と守備が一体化して、ますますその

境目がなくなってきたことが挙げられる。相手ボール

を奪った瞬間のアクションやボーノレを失った瞬間の守

備の切り替えは当たり前のように行われ、スピーディ

ーな試合が多く見られた。守備意識の高まりがみられ、

その中で強固な守備組織を崩すための攻撃がみられた。

人数をかけて攻撃をしかけないと相手守備系E織はなか

なか崩すことはできなくなっている。高い決定力が必

要とされ、偲人の突破力を利用した攻撃、 2列冒から

の飛び出しによる突破、 ミドノレシュートの意識と質、

セットプレーでの得点が重要とされる。(JFA，2010) 

得点分析による研究はこれまでにも報告されており、

C.Reep (1968) らによると、次のように述べられてい

る。 1953年から 1967年におけるサッカーの試合から、

連続ノ〈スの成功回数と得点の比率を求めると、負の二

項分布の関係にある。つまりパスの連続回数が多くな

るほど得点の成功確率が小さくなる。また、得点の約

半分は敵陣で相手から奪回したボーノレから生まれる。

つまり敵陣にいることが得点のために有効である。約

10自のシュートで l回得点を挙げている。

また、大橋ら(1997)によると、得点の約 75%はゴ

ーノレ直前 (7.32 X 16. 5m)からのシュートであること

が報告されている。また高校サッカー選手権大会で、の

得点前のパス数を調べたものによると、 4回以上の連

続パスでは、得点が大幅に減っている。総得点の 1/4

以上はパスが行われないで、生まれている。これは、セ

ットプレーから直接決めたり、守備側のパスをインタ

ーセプトしたり、ボールを奪ったり、あるいはリバウ

ンドボールから直接決めた得点で、ある。また、ボーノレ

を奪ってから l本ないし 2本のパスで、得点したのは総

得点の 50%以上に達している。フランスサッカー連盟

のアメリカワールドカップレポートでは、セットプレ

ーを除き、 41得点 (43%)は、 3回以下のパスによっ

て生まれ、 39得点 (41%)は4白から 6回、 10得点が

7回以上のパス回しから生まれたと報告している。デ

ィフェンダーの数が少なかったり、ポジションが不安

定であれば、手間をかけずに少ないパスで、ゴールを犯

うべきである。しかし、相手のディフェンスが十分な

体勢であり、到底得点のチャンスが生まれないような

状況であれば、ディフェンスラインをおびき出すよう

なパスを回すことを考えたほうが良いのである。

高円宮杯U-18サッカーリーグ 2011チャンどオンシ

ップの報告(JFA，2012)によると優勝したサンフレツ

チェ広島ユースの 4本以上のパスの保持の回数は 41

回、流れの中からのシュートは 10本で、あった。コンサ

ドーレ札幌U-18は4本以上のパスの保持が 44呂、流

れの中からのシュートは 11本であり、再チームに大き

な違いはなかった。 4本以上のパスの保持回数が 40自

を超えていることは、 2010年 FIFAワールドカップ決
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勝においてスペインの保持回数(延長戦を除く)が 47

屈で、あったことから見ても、標準的なレベルに達して

いたと言える。また、このデータを見ていく中で大切

なことは、ゲームでのプレッシャーがどの程度で、あっ

たかを検証していくことである。しかし、プレッシヤ

ーのレベルをデータとして数値にすることは難しいの

で、プレッシャーに関しては実際のゲームを見て判断

していくこととなる。一方 2011年度第90回全国高等

学校サッカー選手権大会の決勝戦、市立船橋高校と四

日市中央工業高校の 4本以上のパスの保持回数は、市

立船橋高校が 12回、四日市中央高校が15回で、あった。

ゴ、ールに向かつて手間をかけずに少ないパスでゴーノレ

を狙う特徴が表れている。 (JFA，2012) 

大会により特徴が表れるが、素早く相手ディフェン

ダーの状況を察知し、適切な判断ができるかというこ

とが最も重要なことと言える。

全国高等学校サッカー選手権大会の得点分析は第

60回大会から始まったとされ現在は高体連の技術委

員会を中心に分析され、高校サッカ一年間などにより

報告が続けられている。これらの分析結果をサッカー

の発展のてがかりとしたい。

2 目的

本研究では得点数とシュート数、シュート地点、得

点にいたるプレー、シュート時の動作、体勢、技術と

ボーノレの状況について 29年間の平均の変化を分析す

る。

3 方法

3.1 対象

全国高校サッカー選手権大会の 1983年から若干の

変化はあるものの、現在の 2011年まで 29年間の大会

全試合の全得点について放映 VTRから分析した。今

回の分析では、 1983年"'-'1991年 (9年間)を I期、

1992年"'-'2001年 (10年間)までを宜期、 2002年~

2011年 (10年間)までを皿期と分類し、その平均の

変化を分析する O

3.2 測定項呂

比較する測定項目は、得点数とシュート数、シュー

ト地点、得点にいたるプレー、シュート持の動作、体

勢、技術とボールの状況である。

4 結果と考察

4.1 得点数とシュート数

総得点は 1995年が 176点と最も高く、 I期では

132.8点、 E期では 144.2点と増加し、 E期では 140.6

点とやや減少している。

総シュート数は、 1期では 1141.0本、 E期では

1126.4本、盛期では 1007.8本と減少傾向で、あった。

1大会中の総シュート数を総得点で害IJった数つまり

1得点あたりのシュート数は、勝ったチームについて、

I期では 6.3本、 E期では 6.2本、盛期では 5.7本と

減少傾向で、あった。また、負けたチームについても I

期では 14.5本、 E期では 14.8本、田期では 12.8本と

減少傾向で、あった。

4点差以上の試合数は、 I期では 8.0試合、 H期で

は6.0試合、皿期では 4.5試合と減少傾向で、あった。

DFの得点割合は、 I期では 11.4%、 H期では 17.3%、

盟期では 15.2%となった。 MFの得点割合は 46.6010、
立期では 54.6%、直期では 55.2%と増加しているo

FWの得点割合は、 1期では69.1%、E期では70.1%、

田期では 68.5%と減少傾向で、あった。

総シュート数が減少しているにもかかわらず 1得点

あたりのシュート数が減少していることから、シュー

トの決定力が上がっていると考えられる。 4点差以上

の試合数が減少していることからチームの実力差がな

くなってきていると考えられる。得点割合から、 FW

の割合が高い状態ではあるが減少し、 MFの得点は増

加したことから、さまざまなポジションから得点する

傾向になってきていると考えられる。

4.2 シュート地点

ゴ、ールからの距離について、ゴールエリアは、 I期

では 25.2%、立期では 25.60/0、血期では 24.30/0と大

きな変化はなかった。 5.5"'-'11mは、 I期では 43.5%、

E期では 34.9%、盛期では 47.6%となり、五期で低い

数値となった。 0"'-'16.5mは、 I期では 86.9%、E期

では 85.7%、盛期では 87.10/0となり、大きな変化はな

かった。

シュートを打っている幅について、中央、ゴールエ

リアともに大きな変化はなかった。

シュート地点について、 E期は 5.5"'-'11mについて

低い数値で、あったが、 I、宜、理期を通して 5.5"'-'11

lTIの区分は他の区分より高い数値となっていた。
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グラウンダーで、シュートする状況が増加している。

意図的にボーノレを動かして得点する状況が増加してい

ると考えられる。ランニングの状況が増加しているこ

とから、動きながらシュートする技術が上がっている

ことや、 DFがコンパクトになり、動きながら出ない

と得点できない状況であることが考えられる。 E期で

はランニングのインサイドの割合が増加したが、盛期

になってインサイドの割合がやや減少し、インステッ

プの割合が増加した。

過去 29年間の得点場面を分析した結果、以下のこと

が指摘できる。

① シュート決定率の増加

② 4点差以上試合数の減少

③ ゴールから 5.5'"'-'11mの距離からの得点は約 42%

と最も多い

スノレーパスからの得点の減少

ドリブ、ノレからの得点の増力IJ

クロスからの得点の増加

グラウンダーでの得点の増加

ランニンク守の状況からの得点の土器加

現代サッカーはスペースを与えないようコンパクト

になり、中盤でのプレッシャーも速くなってきている。

DFの能力も向上し、 FW任せの攻撃では DFを崩せ

ない状況になってきている。攻撃を仕掛ける上で状況

に応じて変化させることが必要である。前方にスペー

スがあれば素早くボーノレを前に運び、得点iこ結びつけ

る。逆に、 DFが下がってコンパクトになった状況で

は、スペースを作り出すための組織的な動きや、狭い

スペースを突破できる個の技術が必要になってくる。

意図的にボールを動かすためグラウンダーでのパスが

増え、クロス、 ドリブノレや、インステップキック、イ

ンサイドキックといったシュートの精度はさらに上が

ってくるだろう。
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まとめ5 

得点にいたるプレー

中央突破のスノレーパスは、 I期では 17.1%、E期で

は 11.7%、血期では 10.7010と減少傾向で、あった。逆に、

ドリブノレは、 I期では 5.3%、E期では 7.1%、血期で

は 10.2%と増加傾向であり、特に蛮期で増加した。

オープン攻撃のクロスは、 I期では 25.9%、E期で

は28.9%、皿期では 31.8%と上昇傾向で、あった。逆に、

ロビングは、 I 期では 11.3%、H期では 5.5%、班期

では 2.8%と減少傾向で、あった。

セ ツ トフプ。 iレ/、~司胡担-一一句-四四一一一白-

1凶9.0%、彊期でで、は 22.8%と、 I期と比べてE期、班期

でやや減少している。

スノレーパスが減少し、逆にドリブルが増えたことか

ら、 DFがコンパクトになっていることや、 ドリブル

の技術の向上が考えられる。クロスについて、上昇傾

向であることからクロスの精度が上がってきていると

考えられる。

4.3 

④

⑤

⑤

⑦

③

 

シュート時の動作、体勢、技術とボールの状況

シュートの状況とボーノレの状況の関係について、グ

ラウンダーのワンタッチは、 I期では 15.80/0、E期で

は 16.6%、E期では 19.0%とやや増加傾向で、あった。

また、グラウンダーのドリブルは、 1期では 11.2%、

E郊では 15.40/0、E期では 14.40/0とI期と比べて、 E

期、血期でやや高い数値となった。

シュートの状況と用いた技術の関係について、イン

ステップのダイレクトは、 I期では 32.10/0、立期では

21.8%、皿期では 24.7%とI期と比べてE期、 E期の

数値が低くなっている。インサイドのダイレクトは、

I期では 13.1%、E期では 20.1%、田期では 17・9010
と証期が高い数値となった。ヘディングのダイレクト

は、 I期では 20.3010、H期では 20.5%、血期では 20.2%

と変化がなかった。

シュートの状況とシュート体勢の関係について、ラ

ンニングのダイレクトは、 I期では 33.9%、E期では

37.5%、皿期では 37.8%とI期と比べてE期、田期が

高くなっている。ランニングのツータッチ、 ドリブノレ

もI期と比べてE期、皿期が高い数値となっている。

シュートの体勢と用いた技術の関係について、イン

ステップのランニングは、 I期では 36.80/0、E期では

33.7%、国期では 37.80/0と立期が I，ill期と比べて低い

数値となった。インサイドのランニングは、 I期では

14.1%、E期では 27.8%、頂期では 21.8%とI期に比

べてII，ill期は高い数値であり、特に立期の数値が高い。

4.4 
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